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(57)【要約】
【課題】走査線および信号線の引き出し方向をそれぞれ
一方向としつつも、走査線の本数を削減することで有機
電界発光素子の輝度の向上を図ることが可能な表示装置
を提供する。
【解決手段】一方向に延設された複数の信号線と、前記
複数の信号線に対して交差させる状態で配置された複数
の走査線と、前記信号線と前記走査線との間に挟持され
た有機発光機能層とを備え、前記複数の信号線は、線幅
が異なる信号細線または信号太線の何れかであり、前記
複数の走査線のうちの少なくとも１つは、前記信号太線
に重なる部分において当該信号太線の短手方向に沿って
延設され、前記信号細線に重なる部分において当該信号
細線の長手方向に沿って延設された走査屈曲線である表
示装置。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一方向に延設された複数の信号線と、
　前記複数の信号線に対して交差させる状態で配置された複数の走査線と、
　前記信号線と前記走査線との間に挟持された有機発光機能層とを備え、
　前記複数の信号線は、線幅が異なる信号細線または信号太線の何れかであり、
　前記複数の走査線のうちの少なくとも１つは、前記信号太線に重なる部分において当該
信号太線の短手方向に沿って延設され、前記信号細線に重なる部分において当該信号細線
の長手方向に沿って延設された走査屈曲線である
　表示装置。
【請求項２】
　前記信号線は、２本の前記信号細線の間に前記信号太線を挟んだ３本を１組として配置
された
　請求項１記載の表示装置。
【請求項３】
　前記走査線は、２本の前記走査屈曲線の間に、前記線幅が一定の走査中央線を挟んだ３
本を１組として配置され、
　前記２本の走査屈曲線は、前記信号太線に重なる部分が前記走査中央線から最も離れて
配置された
　請求項１または２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記走査屈曲線は、その一端部が、前記信号細線の長手方向に沿って延設された部分の
中間部から前記有機発光機能層および前記信号線の外側に引き出された
　請求項１～３の何れか１項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記信号線は、２本の前記信号細線の間に前記信号太線を挟んだ３本を１組として複数
組が設けられており、
　前記走査屈曲線は、前記信号細線が隣り合って配置された部分において、前記信号細線
と信号細線との間にわたるベタ膜状に成形された
　請求項１～４の何れか１項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記信号線は、２本の前記信号細線の間に前記信号太線を挟んだ３本を１組として複数
組が設けられており、隣り合って配置された前記信号細線と前記信号太線との間の間隔よ
りも、隣り合って配置された前記信号細線の間隔が大きく保たれている
　請求項１～５の何れか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記走査線は、２本の前記走査屈曲線の間に線幅が一定の走査中央線を挟んだ３本を１
組として複数組が設けられており、隣り合って配置された前記走査屈曲線と前記走査中央
線との間隔よりも、隣り合って配置された前記走査屈曲線の間隔が大きく保たれている
　請求項１～６の何れか１項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記複数の走査線は、前記信号線および前記有機発光機能層に対して積層された領域か
ら一方向に引き出され、
　前記複数の信号線は、前記走査線および前記有機発光機能層に対して積層された領域か
ら一方向に引き出されている
　請求項１～７の何れか１項に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示装置に関し、特には有機電界発光素子を用いた表示装置に関する。
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【０００２】
　有機電界発光素子を用いたパッシブマトリックス駆動方式の表示装置は、複数本の陽極
と、これらの陽極に交差して配置された複数本の陰極との間に、発光機能層を挟持させた
構成であり、陽極と陰極とで発光機能層を挟持した部分が各有機電界発光素子として機能
する。
【０００３】
　このような構成の表示装置においては、陽極または陰極のうちの走査線となる電極を一
本ずつ選択することで、選択された走査線を用いて構成された有機電界発光素子を順次発
光させるドットマトリックス方式で画像表示が実施される。そのため、走査線が増加する
と、走査線１本あたりの発光時間が減少し、有機電界発光素子の輝度低下の原因となる。
また各有機電界発光素子が発光後に高輝度を保つためには、各有機電界発光素子に大電流
を流す必要があり、発光機能層の寿命を縮める原因となる。
【０００４】
　そこで下記特許文献１では、基板上に一対の櫛歯形状薄膜が噛み合わされて帯状とした
ものをストライプ状に配する陽極と、該陽極と直交するようストライプ状に配する有機Ｅ
Ｌ膜及び上記陰極とが、順次積層され、該陽極の対となる各櫛歯部は、各該有機ＥＬ膜及
び各該陰極の短手方向を２分するように配される構成の表示装置が提案されている。これ
により、陽極を走査線（スキャンライン）とした場合に走査線の本数を半分に減らすこと
ができるとしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００１－３１３１８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら上述したように、櫛歯形状薄膜が噛み合わされて帯状とした一対の陽極は
、基板上において逆方向に引き出されるため、陽極を駆動するための駆動回路を２方向に
配置する必要がある。したがって、駆動回路の構成が複雑になる。
【０００７】
　そこで本発明は、走査線および信号線の引き出し方向をそれぞれ一方向としつつも、走
査線の本数を削減することで有機電界発光素子の輝度の向上を図ることが可能な表示装置
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　このような目的を達成するための本発明の表示装置は、一方向に延設された複数の信号
線と、前記複数の信号線に対して交差させる状態で配置された複数の走査線と、前記信号
線と前記走査線との間に挟持された有機発光機能層とを備え、前記複数の信号線は、線幅
が異なる信号細線または信号太線の何れかであり、前記複数の走査線のうちの少なくとも
１つは、前記信号太線に重なる部分において当該信号太線の短手方向に沿って延設され、
前記信号細線に重なる部分において当該信号細線の長手方向に沿って延設された走査屈曲
線である。
【発明の効果】
【０００９】
　以上のような構成の本発明の表示装置によれば、走査線および信号線の引き出し方向を
それぞれ一方向としつつも、走査線の本数を削減して有機電界発光素子の輝度の向上を図
ることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施形態に係る表示装置の概略構成を示す平面図である。



(4) JP 2018-116804 A 2018.7.26

10

20

30

40

50

【図２】実施形態に係る表示装置の要部を拡大した平面図である。
【図３】実施形態に係る表示装置における有機電界発光素子の断面図である。
【図４】実施形態に係る表示装置における有機電界発光素子の配置を説明するための平面
図である。
【図５】実施形態に係る表示装置による表示例（７セグメント表示）を示す平面図である
。
【図６】実施形態に係る表示装置による表示例（９セグメント表示）を示す平面図である
。
【図７】実施形態に係る発光装置の変形例１を説明する平面図である。
【図８】実施形態に係る発光装置の変形例２を説明する平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態およびその変形例を図面に基づいて詳細に説明する。なお、
実施形態および変形例においては、共通の部材には同一の符号を付し、重複する説明は省
略する。
【００１２】
≪実施形態の表示装置≫
　図１は、実施形態に係る表示装置の概略構成を示す平面図であり、説明のために構成要
素の一部を切り欠いた図である。この図に示す表示装置１は、有機電界発光素子ＥＬを用
いたパッシブマトリックス型の表示装置１であり、アラビア数字のような文字を表示する
ためのものである。図示した例では、５ケタのアラビア数字が２段で表示される構成の表
示装置１を示している。
【００１３】
　この表示装置１は、基板１０上に、複数の信号線１１、有機発光機能層１３、および複
数の走査線１５がこの順に積層されており、信号線１１と走査線１５とで有機発光機能層
１３を挟持した各積層体部分が、有機電界発光素子ＥＬとして機能する。基板１０の上部
には、このような有機電界発光素子ＥＬが配置された表示領域Ｓが広い面積で設定されて
いる。このような積層構造において、本実施形態においては、以降に説明するように複数
の信号線１１の配線形状、および複数の走査線１５の配線形状が特徴的である。
【００１４】
　また基板１０上には、有機電界発光素子ＥＬが配置された表示領域Ｓを覆う封止構造体
１７、さらには信号線１１に接続された信号線駆動回路２１と、走査線１５に接続された
走査線駆動回路２５とが表示領域Ｓの外側に設けられている。以下にこれらの各構成要素
の詳細を説明する。
【００１５】
＜基板１０＞
　基板１０は、有機電界発光素子ＥＬ、信号線駆動回路２１、および走査線駆動回路２５
を支持する支持基板である。この表示装置１が、基板１０側から有機電界発光素子ＥＬで
の発光光を取り出すボトムエミッション型の場合には、基板１０は光透過性を有する透明
基板である。この場合の基板１０の一例としては、ガラス、薄膜ガラス、またはＰＥＴ（
Polyethylene terephthalate）、ＰＥＮ（Polyethylene naphthalate）などの樹脂フィル
ムなどが例示される。一方、この表示装置１が、基板１０とは逆側から発光光を取り出す
トップエミッション型の場合には、基板１０は光透過性を有している必要はない。また基
板１０は、フレキシブルに屈曲する樹脂材料で構成されたものであってもよく、これによ
って表示装置１がフレキシブル性を備えたものとする。
【００１６】
＜信号線１１＞
　信号線１１は、各有機発光機能層１３に対して陽極または陰極として機能するものであ
る。このように機能する信号線１１は、基板１０の一主面上に垂直方向に延設された状態
で複数列が配置されていることとする。ここで垂直方向とは、この表示装置１を設置した
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場合に垂直となる方向であって、一般的な表示装置における垂直方向と同じであってよい
。そして特に本実施形態においては、このように配置された信号線１１の３本を１組とし
てアラビア数字のような文字を表す構成となっている。
【００１７】
　図２は、実施形態に係る表示装置１の要部を拡大した平面図である。この図に示すよう
に、これら３本を１組とした各信号線１１は、２本の信号細線１１ａと、これら２本の信
号細線１１ａ間に配置された信号太線１１ｂとである。基板１０上には、このような３本
で１組の信号線１１の組が、複数組設けられている。
【００１８】
　これらの信号線１１の線幅は、例えば目視による可視可能な範囲で、この表示装置１に
よって表示させる文字サイズとのバランスによって決められる。また、この表示装置１に
設けられる各有機電界発光素子ＥＬの複数が、略同一の面積となるように信号線１１の線
幅が設定されていることとする。一例として、この表示装置１で表示する文字サイズが、
文字高さ［Ｈ］＝約７．７ｍｍ、文字幅［Ｗ］＝約４．２ｍｍであれば、信号細線１１ａ
の幅［Ｗｄａ］は［Ｗｄａ］＝０．７ｍｍ程度である。また信号太線１１ｂの線幅［Ｗｄ
ｂ］は［Ｗｄｂ］＝約２．８ｍｍである。なお、上述した文字サイズは、この表示装置１
を配置する環境、すなわち表示装置１を目視する人と表示装置１との距離によって適切な
値が選択される。
【００１９】
　また３本を１組とした１組内における信号線１１間の間隔［Ｄｄ１］、すなわち隣り合
って配置された信号細線１１ａと信号太線１１ｂとの［Ｄｄ１］は、信号線１１間が絶縁
される範囲の大きさであればよく、この範囲でできるだけ狭い方が好ましい。これに対し
て、３本を１組とした信号線１１の組間の間隔［Ｄｄ２］、すなわち隣り合って配置され
た信号細線１１ａ間の間隔［Ｄｄ２］は、３本の信号線１１で構成される各文字の間隔と
して適切な大きさあり、１組内における信号線１１間の間隔［Ｄｄ１］よりも大きく、例
えば目視による可視可能な範囲の値である。
【００２０】
　図３は、実施形態に係る表示装置１における有機電界発光素子ＥＬの断面図であり、図
２におけるＡ－Ａ’断面に相当する。この図に示すように、有機電界発光素子ＥＬを構成
する各信号線１１は、一方の端部が、有機発光機能層１３および走査線１５の下部から一
方向に引き出されて露出した状態となっており、この露出した端部において図１に示した
信号線駆動回路２１に接続されている。
【００２１】
　以上のような信号線１１は、各有機発光機能層１３に対して陽極または陰極として機能
する導電性材料のうちから適宜のものを選択して用いることができる。そしてこの表示装
置１が、基板１０側から有機電界発光素子ＥＬでの発光光を取り出すボトムエミッション
型の場合には、陽極または陰極として選択された導電性材料の中から、さらに光透過性が
良好な材料が選択して用いられる。例えば、陽極として用いられる光透過性材料としては
、酸化インジウム酸化錫（ＩＴＯ）、酸化インジウム酸化亜鉛（ＩＺＯ）、銀（Ａｇ）薄
膜が用いられる。これに対し、この表示装置１が、基板１０と逆側から有機電界発光素子
ＥＬでの発光光を取り出すトップエミッション型の場合には、陽極または陰極として選択
された導電性材料の中から、さらに反射性材料または半透過半反射性材料が選択して用い
られる。
【００２２】
＜有機発光機能層１３＞
　有機発光機能層１３は、少なくとも有機材料によって構成された発光層を有する層であ
って、全ての有機電界発光素子ＥＬに共通の層として信号線１１上に設けられていてよい
。このような有機発光機能層１３の層構成は、公知の構成であってよく、一例として信号
線１１および走査線１５のうち、陽極として用いられる側から順に、正孔注入層／正孔輸
送層／発光層／電子輸送層／電子注入層を積層した構成が例示される。これらの各層は、
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その成膜方法が限定されることはないが、一例として蒸着または塗布によって成膜するこ
とができる。
【００２３】
＜走査線１５＞
　走査線１５は、各有機発光機能層１３に対して陰極または陽極として機能するものであ
り、信号線１１が陽極である場合には陰極、信号線１１が陰極である場合には陽極として
用いられる。このような走査線１５は、基板１０の一主面上に信号線１１と交差するよう
に複数行が配置されており、ここでは複数の走査線１５が、水平方向に延設された状態で
複数行が配置されていることとする。ここで水平方向とは、この表示装置１を設置した場
合に水平となる方向であって、一般的な表示装置における水平方向と同じであってよい。
【００２４】
　そして特に本実施形態においては、このように配置された走査線１５の３本を１組とし
てアラビア数字のような文字を表す構成となっている。３本を１組とした各走査線１５は
、２本の走査屈曲線１５ａと、これら２本の走査屈曲線１５ａの間に配置された走査中央
線１５ｂとである。基板１０上には、このような３本で１組の走査線１５の組が、複数組
設けられている。
【００２５】
　このうち、２本の走査屈曲線１５ａは、これらの間に配置された走査中央線１５ｂを対
称軸とした略線対称の平面形状を有している。ここで、略線対称とは、次に説明する２本
の走査屈曲線１５ａの太線部１５ａｂが、一方向に傾斜している場合も含むこととする。
このような走査屈曲線１５ａは、信号太線１１ｂに重なる部分において信号太線１１ｂの
短手方向に沿って延設された細線部１５ａａと、信号細線１１ａに重なる部分において信
号細線１１ａの長手方向に沿って延設された太線部１５ａｂを含む形状である。このよう
な走査屈曲線１５ａの線幅、すなわち走査屈曲線１５ａが延設された水平方向に対する垂
直方向の線幅は、信号太線１１ｂに重なる部分（細線部１５ａａ）の線幅［Ｗｓ１］に対
して、信号細線１１ａに重なる部分（太線部１５ａｂ）の線幅［Ｗｓ２］が拡幅された大
きさを有する。
【００２６】
　このような走査屈曲線１５ａにおいて、信号太線１１ｂに重なる細線部１５ａａは、線
幅［Ｗｓ１］を有し、走査中央線１５ｂから最も離れて配置されている。一方、信号細線
１１ａに重なる太線部１５ａｂは、線幅［Ｗｓ２］を有し、信号太線１１ｂに重なること
なく設けられていることが重要である。これにより、この太線部１５ａｂは、全体として
水平方向に延設されている走査屈曲線１５ａにおいて、部分的に信号細線１１ａに沿って
垂直方向に延設された部分を構成する。
【００２７】
　一方、走査屈曲線１５ａにおいて、隣り合って配置された信号細線１１ａ間に位置する
部分は、例えば図示したように、太線部１５ａｂにおいて最も走査中央線１５ｂに近い位
置で水平方向に延設され、その両端において太線部１５ａｂに接合されている。なお、こ
の部分は、有機電界発光素子ＥＬを構成する部分ではないため、水平方向に延設された両
端において太線部１５ａｂに接合されていればよく、その位置が限定されることはない。
また、この走査屈曲線１５ａは、最も走査中央線１５ｂに近い位置において有機発光機能
層１３および信号線１１から外側に引き出されている。走査屈曲線１５ａにおけるこれら
の部分の線幅は、信号太線１１ｂに重なる部分の線幅［Ｗｓ１］と同程度であってよい。
【００２８】
　以上のような構成により、走査屈曲線１５ａは、部分的に信号細線１１ａに沿って延設
された太線部１５ａｂを含みつつ、表示領域Ｓの全面においては水平方向に配線された電
極として構成されている。なお、以上のような太線部１５ａｂを有することにより、平面
形状が部分的に屈曲した形状を有する走査屈曲線１５ａは、その屈曲部分の輪郭の形状が
曲線で構成されたＲ状であってもよい。
【００２９】
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　次に、走査中央線１５ｂは、信号線１１と交差するように、水平方向に延設されており
、表示領域Ｓの全面において水平方向に配線された電極として構成されている。この走査
中央線１５ｂは、線幅が一定の平面形状であってよい。また走査中央線１５ｂの短手方向
の線幅は、走査屈曲線１５ａにおける細線部１５ａａの線幅［Ｗｓ１］と同程度であって
よい。
【００３０】
　これらの走査線１５の線幅は、可視可能な範囲で、この表示装置１によって表示させる
文字サイズとのバランスによって決められる。また、この表示装置１に設けられる各有機
電界発光素子ＥＬのうちの複数が、略同一の面積となるように走査線１５の線幅が設定さ
れていることとする。例えばこの表示装置１で表示する文字サイズが、文字高さ［Ｈ］＝
約７．７ｍｍ、文字幅［Ｗ］＝約４．２ｍｍであれば、走査線１５の基本的な線幅、例え
ば走査屈曲線１５ａにおいて細線部１５ａａの線幅［Ｗｓ１］は［Ｗｓ１］＝約０．７ｍ
ｍである。また走査屈曲線１５ａの太線部１５ａｂの線幅［Ｗｓ２］は［Ｗｓ２］＝約２
．８ｍｍである。
【００３１】
　また、３本を１組とした１組内の走査線１５間の間隔［Ｄｓ１］は、すなわち隣り合っ
て配置された走査屈曲線１５ａと走査中央線１５ｂとの間隔［Ｄｓ１］は、走査線１５間
が絶縁される範囲の大きさであればよく、この範囲でできるだけ狭い方が好ましい。これ
に対して、３本を１組とした走査線１５の組間の間隔［Ｄｓ２］、すなわち隣り合って配
置された走査屈曲線１５ａ間の間隔［Ｄｓ２］は、３本の走査線１５で構成される各文字
の行間隔として適切な大きさあり、１組内における走査線１５間の間隔［Ｄｓ１］よりも
大きく、例えば目視による可視可能な範囲の値である。
【００３２】
　図３に示したように、有機電界発光素子ＥＬを構成する各走査線１５は、有機発光機能
層１３によって信号線１１との間の絶縁性を保った状態で、一方の端部が信号線１１およ
び有機発光機能層１３の上部から一方向に引き出されている。そして、この引き出された
端部において図１に示した走査線駆動回路２５に接続されている。
【００３３】
　以上のような走査線１５は、各有機発光機能層１３に対して陰極または陽極として機能
する材料のうちから適宜の導電性材料を選択して用いることができる。そしてこの表示装
置１が、基板１０側から有機電界発光素子ＥＬでの発光光を取り出すボトムエミッション
型の場合には、陰極または陽極として選択された材料の中から、さらに反射性材料または
半透過半反射性材料が選択して用いられる。これに対し、この表示装置１が、基板１０と
逆側から有機電界発光素子ＥＬでの発光光を取り出すトップエミッション型の場合には、
陰極または陽極として選択された材料の中から、さらに光透過性が良好な材料が選択して
用いられる。
【００３４】
＜封止構造体１７＞
　図１および図３に示すように、有機電界発光素子ＥＬが配置された表示領域Ｓを覆う状
態で設けられている。この封止構造体１７は、例えば有機電界発光素子ＥＬが配置された
表示領域Ｓを覆うシール材としての接着層１７ａと、接着層１７ａを介して基板１０上に
貼り合わせられた封止板材１７ｂとで構成されている。この表示装置１が、基板１０側か
ら有機電界発光素子ＥＬでの発光光を取り出すボトムエミッション型の場合には、封止板
材１７ｂは、光透過性を有している必要はなく、ステンレス鋼やアルミニウムの箔が用い
られる。一方、この表示装置１が、基板１０とは逆側から発光光を取り出すトップエミッ
ション型の場合には、封止板材１７ｂは光透過性を有する透明基板であり、基板１０とし
て例示した透明基板材料が用いられる。
【００３５】
　これにより、封止板材１７ｂと基板１０との間に充填された接着層１７ａの内部に有機
電界発光素子ＥＬを封止し、有機電界発光素子ＥＬへの水分やガスの侵入を防止する構成
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となっている。なお、封止構造体１７は、以上のようなシール材充填密着構造に限定され
ることはなく、例えば中空構造であってもよい。
【００３６】
＜信号線駆動回路２１＞
　図１に示した信号線駆動回路２１は、複数の信号線１１の全てに接続されたもので、こ
れらの信号線１１に対して、順次に信号電圧を印加するための回路である。この信号線駆
動回路２１は、以降に説明するセグメント表示を制御する。このような信号線駆動回路２
１は、例えば基板１０の一主面上において信号線１１が引き出された側に設けられている
か、またはこの表示装置１に対して外付けで設けられるものであってもよい。信号線駆動
回路２１が、表示装置１に対して外付けされる場合、基板１０の一端縁側には、各信号線
１１から引き出された複数の端子が配列形成されていることとする。
【００３７】
＜走査線駆動回路２５＞
　図１に示した走査線駆動回路２５は、複数の走査線１５の全てに接続されたもので、こ
れらの走査線１５に対して、順次に走査電圧を印加するための回路である。この走査線駆
動回路２５は、先の信号線駆動回路２１と共に、以降に説明するセグメント表示を制御す
る。この表示装置１は、走査線駆動回路２５で選択された走査線１５と信号線駆動回路２
１で選択された信号線１１とが積層された部分において、有機発光機能層１３に対して電
流が供給され、この電流値に応じた輝度で、積層部分の有機電界発光素子ＥＬが発光する
。このような走査線駆動回路２５は、例えば基板１０の一主面上において走査線１５が引
き出された側に設けられているか、またはこの表示装置１に対して外付けで設けられるも
のであってもよい。走査線駆動回路２５が、表示装置１に対して外付けされる場合、基板
１０の一端縁側には、各走査線１５から引き出された複数の端子が配列形成されているこ
ととする。
【００３８】
＜表示装置１の駆動＞
　図４は、実施形態に係る表示装置１における有機電界発光素子ＥＬの配置を説明するた
めの平面図であり、アラビア数字の０～９のうちの１文字分のセグメント表示を実施する
部分の有機電界発光素子ＥＬの配置図である。先の図２および図４に示すように、上述し
た構成の表示装置１においては、３本を１組とした信号線１１と３本を１組とした走査線
１５とが積層される部分に９つの有機電界発光素子ＥＬが形成され、これらの有機電界発
光素子ＥＬの幾つかを選択的に発光させることによって１文字が表示される。このうち、
信号細線１１ａと走査屈曲線１５ａの太線部１５ａｂとが積層される部分には、走査中央
線１５ｂの復数本分を纏めた高さを有する矩形の平面形状の有機電界発光素子ＥＬが配置
される。また信号太線１１ｂと走査屈曲線１５ａの細線部１５ａａとが積層される部分に
は、信号細線１１ａの複数分を纏めた幅を有する矩形の平面形状の有機電界発光素子ＥＬ
が配置される。
【００３９】
　以上のような各有機電界発光素子ＥＬは、複数の走査線１５を順次に選択して電流を印
加し、その選択のタイミングにあわせて各信号線１１から信号電流を印加することにより
発光する。これにより、目的とする有機電界発光素子ＥＬを信号電圧の大きさに応じて発
光させることができる。
【００４０】
　図５は、実施形態に係る表示装置による表示例（７セグメント表示）を示す平面図であ
る。この図に示すように、実施形態に係る表示装置１の駆動により、表示領域Ｓには０～
９のアラビア数字を２行（２段）５列（５桁）で表すことができる。この場合、３本を１
組とした信号線１１と３本を１組とした走査線１５とが積層される部分に９つの有機電界
発光素子ＥＬのうち、面積が略同一の７つのセグメントによって１文字を表示する７セグ
メント表示を実施する。
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このとき、信号線１１のうちの信号細線１１ａと、走査線１５のうちの走査中央線１５ｂ
とが重なる部分に設けられた２つのドット状の有機電界発光素子ＥＬ’を非発光とし、他
の７つの面積が略同一の有機電界発光素子ＥＬのみを選択的に発光させる。このような７
セグメント表示は、信号線駆動回路２１による信号線１１の駆動および走査線駆動回路２
５による走査線１５の駆動により実施する。
【００４１】
　図６は、実施形態に係る表示装置による表示例（９セグメント表示）を示す平面図であ
る。この図に示すように、信号線駆動回路２１および走査線駆動回路２５によって実施す
る表示は、３本を１組とした信号線１１と３本を１組とした走査線１５とが積層される部
分に９つの有機電界発光素子ＥＬの全てを用いて１文字を表示する９セグメント表示であ
ってもよい。つまり、図６に示したように、信号線１１のうちの信号細線１１ａと、走査
線１５のうちの走査中央線１５ｂとが重なる部分に設けられた２つのドット状の有機電界
発光素子ＥＬ’も発光させることにより、表示領域Ｓには０～９のアラビア数字を２行（
２段）５列（５桁）で表すことができる。
【００４２】
＜実施形態の表示装置の効果＞
　以上のような構成の表示装置１は、２本の信号細線１１ａで１本の信号太線１１ｂを挟
持した信号線１１と、信号細線１１ａに重なる部分を信号細線１１ａに沿って延設した２
本の走査屈曲線１５ａによって１本の走査中央線１５ｂを挟持した走査線１５とで有機発
光機能層１３を挟持した構成である。これにより、上述したように、走査中央線１５ｂの
復数本分を纏めた高さの有機電界発光素子ＥＬ、および信号細線１１ａの複数分を纏めた
幅の有機電界発光素子ＥＬが配置され、有機電界発光素子ＥＬを用いたパッシブマトリッ
クス駆動方式でありながらも、アラビア数字の０～９をセグメント表示することができる
。この結果、走査線および信号線の引き出し方向をそれぞれ一方向としつつも、走査線の
本数を削減した表示が可能であり、この表示装置１を構成する有機電界発光素子ＥＬの輝
度の向上を図ることが可能である。
【００４３】
　また信号線駆動回路２１および走査線駆動回路２５によって７セグメント表示を実施す
る表示装置１では、ほぼ同面積の有機電界発光素子ＥＬのみを用いて表示がなされる。し
たがって、各セグメントを構成する有機電界発光素子ＥＬに同じ電流値をかけて駆動でき
るため好ましい。
【００４４】
≪変形例１の表示装置≫
　図７は、実施形態に係る発光装置の変形例１を説明する平面図である。この図に示す表
示装置１’が、先に図１～図５を用いて説明した実施形態の表示装置１と異なるところは
、走査屈曲線１５ａ’の平面形状にあり、他の構成は同様である。したがってここでは走
査屈曲線１５ａ’の平面形状を説明する。
【００４５】
＜走査線１５の走査屈曲線１５ａ’＞
　変形例１の表示装置１’を構成する走査屈曲線１５ａ’は、隣り合って配置された信号
細線１１ａ間に位置する部分が、図示したように、信号細線１１ａに沿って延設された部
分の延設方向の中間部から水平方向に延設された構成である。また、この走査屈曲線１５
ａ’は、信号細線１１ａに沿って延設された部分の延設方向の中間部から有機発光機能層
１３および信号線１１から外側に引き出されている。以上の点において、変形例１の表示
装置１’を構成する走査屈曲線１５ａ’は、実施形態の表示装置１を構成する走査屈曲線
１５ａと異なる。
【００４６】
＜変形例１の表示装置の効果＞
　以上のような構成の表示装置１’であっても、実施形態の表示装置１と同様の効果を得
ることができる。また、この表示装置１’は、２本の走査屈曲線１５ａ’とこれらに挟ま
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れた走査中央線１５ｂとが、有機発光機能層１３および信号線１１から外側に引き出され
ている部分において均等な間隔に保たれる。したがって、走査線駆動回路２５を外付けす
る場合には、表示領域Ｓから引き出した走査屈曲線１５ａ’および走査中央線１５ｂの端
子部分に対して、短絡させることなく走査線駆動回路２５を接続させることが可能である
。
【００４７】
≪変形例２の表示装置≫
　図８は、実施形態に係る発光装置の変形例２を説明する平面図である。この図に示す表
示装置１”が、先に図１～図５を用いて説明した実施形態の表示装置１と異なるところは
、走査屈曲線１５ａ”の平面形状にあり、他の構成は同様である。したがってここでは走
査屈曲線１５ａ”の平面形状を説明する。
【００４８】
＜走査線１５の走査屈曲線１５ａ”＞
　変形例２の表示装置１”を構成する走査屈曲線１５ａ”は、隣り合って配置された信号
細線１１ａ間に位置する部分（太線部１５ａｂ”）が、これらの信号細線１１ａ間にわた
るベタ膜状に成形された平面形状を有する。以上の点において、変形例２の表示装置１”
を構成する走査屈曲線１５ａ”は、実施形態の表示装置１を構成する走査屈曲線１５ａと
異なる。
【００４９】
　なお、図示した例においては、この走査屈曲線１５ａ”は、最も走査中央線１５ｂから
遠い位置において、有機発光機能層１３および信号線１１の外側に引き出されている構成
を示した。しかしながら、走査屈曲線１５ａ”が有機発光機能層１３および信号線１１の
外側に引き出される位置は、図２に示した表示装置１と同様に最も走査中央線１５ｂに近
い位置でもよく、または図７に示した表示装置１’と同様に太線部１５ａｂ”の中間部で
あってもよい。また走査屈曲線１５ａ”におけるこれらの部分の線幅は、信号太線１１ｂ
に重なる部分の線幅［Ｗｓ１］と同程度であってよい。
【００５０】
＜変形例２の表示装置の効果＞
　以上のような構成の表示装置１”であっても、実施形態の表示装置１と同様の効果を得
ることができる。また、この表示装置１”は、信号細線１１ａが隣り合って配置された部
分間にわたってベタ膜状に成形されている。したがって、走査屈曲線１５ａ”の平面視的
なパターン形状が単純化され、走査屈曲線１５ａ”のパターン形成が容易である。
【００５１】
　なお、以上説明した実施形態および変形例においては、基板１０の上部に、信号線１１
、有機発光機能層１３、および走査線１５をこの順に積層した構成を説明した。しかしな
がら、本発明はこのような積層順に限定されることはなく、基板１０の上部に、走査線１
５、有機発光機能層１３、および信号線１１をこの順に積層した構成であってもよい。ま
た、有機発光機能層１３は、各有機電界発光素子ＥＬに対する共通層である必要は無く、
有機電界発光素子ＥＬ毎、信号線１１毎、走査線１５毎、またはその他の形状にパターニ
ングされた構成であってもよい。
【符号の説明】
【００５２】
　１…表示装置
　　１１…信号線
　　　１１ａ…信号細線
　　　１１ｂ…信号太線
　　１３…有機発光機能層
　　１５…走査線
　　　１５ａ，１５ａ’，１５ａ”…走査屈曲線
　　　１５ｂ…走査中央線
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　［Ｗｄａ］…信号細線の線幅
　［Ｗｄｂ］…信号太線の線幅
　［Ｗｓ１］…走査屈曲線の線幅（信号太線に重なる細線部）
　［Ｗｓ２］…走査屈曲線の太線部（信号細線に重なる太線部）の線幅
　［Ｄｄ１］…信号細線と信号太線との間隔
　［Ｄｄ２］…信号細線間の間隔
　［Ｄｓ１］…走査屈曲線と走査中央線との間隔
　［Ｄｓ２］…走査屈曲線間の間隔

【図１】 【図２】



(12) JP 2018-116804 A 2018.7.26

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】 【図８】



专利名称(译) 表示装置

公开(公告)号 JP2018116804A 公开(公告)日 2018-07-26

申请号 JP2017005855 申请日 2017-01-17

[标]申请(专利权)人(译) 柯尼卡株式会社

申请(专利权)人(译) 柯尼卡美能达有限公司

[标]发明人 安藤広介
八木司
小俣一由

发明人 安藤 広介
八木 司
小俣 一由

IPC分类号 H05B33/02 H01L51/50 H05B33/06

FI分类号 H05B33/02 H05B33/14.A H05B33/06

F-TERM分类号 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC02 3K107/CC43 3K107/DD38 3K107/DD39 3K107/EE02 3K107
/EE07 3K107/EE08 3K107/FF15

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够通过在每个方向上设置扫描线和信号线的
绘制方向的同时减少扫描线的数量来改善有机电致发光元件的亮度的显
示装置。 解决方案：显示装置包括沿一个方向延伸的多条信号线，布置
成与多条信号线交叉的多条扫描线，夹在信号线和扫描线之间的多条扫
描线其中，所述多条信号线为具有不同线宽的信号细线或信号粗线，所
述多条扫描线中的至少一条与所述信号粗线重叠并且扫描弯曲线在该部
分中沿信号粗线的短边方向延伸，并且在与信号细线重叠的部分中沿信
号细线的纵向延伸。 点域1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/62927e24-6ba5-413a-8bf1-7af19b4b5ec9
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/062984333/publication/JP2018116804A?q=JP2018116804A

